
「リー・フラウメニ症候群診療ガイドライン」への 
パブリックコメントへの返答につきまして 

 
令和 2 年 3 ⽉ 11 ⽇ 

 
⽇本遺伝性腫瘍学会会員の皆様 
 
拝啓 

この度は平成 29〜令和元年度厚労科研補助⾦（がん対策推進総合研究事業）「⼩児期に発
症する遺伝性腫瘍に対するゲノム医療体制実装のための研究」班で作成しました、「リー・
フラウメニ症候群診療ガイドライン」に対しまして、多くのパブリック・コメントを頂き誠
に有難うございました。対応表を作成致しましたので、ガイドライン 2019 年度版とともに
ご確認頂きたく存じます。なお、対応表は、パブリックコメントを⽇本⼩児⾎液・がん学会
でも公募致しましたので、貴学会への対応表と合わせたものとなっております。 

本ガイドラインでは、保険適⽤外であります TP53 遺伝学的検査やがんサーベイランスを
推奨していますが、これらに対する否定的なご意⾒はございませんでした。また、本ガイド
ラインの完成を待望されるコメントも多く頂き、がんゲノム医療が普及しつつある昨今に
おいて、学会員の皆様が遺伝性腫瘍診療に多⼤なご興味を抱いておられることが⽰唆され
ました。 

本ガイドラインが皆様の診療の⼀助となればと存じます。今後とも何卒よろしくお願い申
し上げます。 
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